
















































































































































































































































































































i J1［㎡／s］ J、［㎡／s］ L［MW］
1 49．0 8．3 178
2 49．0 8．3 215
3 49．0 8．3 254
4 49．0 8．3 263
5 49．0 8．3 238
6 49．0 8．3 264
7 49．0 8．3 340
8 49．0 8．3 274
9 49．0 8．3 250
10 49．0 8．3 189
11 49．0 8．3 145

























i Li λi Gi Pli P2i
1 178．0 5．3262 79，955 48，70949，335
2 215．0 5．8874 116，955 48，709 49，335
3 254．0 6．7599 155，955 48，709 49，335
4 263．0 7．0022 164，955 48，709 49，335
5 238．0 6．3671 139，955 48，709 49，335
6 264．0 7．0301 165，955 48，709 49，335
7 340．0 9．7030 24L95548，709 49，335
8 274．0 7．3192 175，955 48，709 49，335
9 250．0 6．6571 151，955 48，709 49，335
10 189．0 5．4659 90，95548，709 49，335
11 145．0 5．0447 46，955 48，70949，335


























1 L、 λi G、 P且i P2、 λiニューロン入力
1 178．0 6．0116 123，39429，576 25，029 十〇．0000
2 215．0 6．0448 125，051 53．∞736，942 十〇．0000
3 254．0 6．1135 128，40164，000 61，600 一〇．0000
4 263．0 6．1357 129，45864，000 69，542 十〇．0000
5 238．0 6．0742 126，49864，000 47，502 一〇．0000
6 264．0 6．1382 129，57564，000 70，425 一〇．0000
7 340．0 7．7899 191，00064，000 85，000 十〇．0000
8 274．0 6．1628 130，738．64，000 79，262 十〇．0000
9 250．0 6．1037 127，92864，000 58，072 一〇．0000
10 189．0 6．0214 123，89036，540 28，570 一〇，㎜
11 145．0 5．9820121，896 8，693 14，412 十〇．0000
12 144．0 5．9811 121，850 8，060 14，090 一〇．0000
n γ。 γ。ニューロン入力 Ftota1＝8448．35
1 11．3696十〇．00∞ K。＝30K1。m＝10Kg、mニ0．83333
























i XG’i XP1’i XP　2’i
1 十9，536×10－7 十〇．0000 十1．907×10－6
2 十〇，0000 一9．356×10－7 十9．536×10－7
@　　　　　　　　　　　・3 一9．636×10－7 十〇．0531零 十4．768×10－7
4 十〇．0000 十〇．0753° 十9．536×10－7
5 一4．768×10－7 十〇．01388 十4．768×10－7
6 一9．536×10－7 十〇．0777零 十9。536×10－7
7 ＋4．768×10一ブ 十1．7295事 十1．6111象
8 十9．536×10－7 十〇．1024° 十1．907×10－6
9 十〇．0000 十〇．0433零 十1．430×10－6
10 一9。536×10｝7 一9．536×10－7 十4．768×10－7
11 十9．536×10｝7 一4．768×10－7 十1．430×10－6
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図一3 収束状況の一例
8．む　す　び
　連接水系運用最適化問題にHNN技法を適用し、最適化方程式を十分に満足する最適解を求
めることが出来ることを示した。本文では、（1）HNNのバイアスを導入し、その動作と物理的
意味を示し、最適化方程式との関係を明らかにした。また、（2）最適化方程式を十分に満足す
るような解を求めるためにかなりのステップ数を必要とすることが示され、ニューロン速度
の選定に更に検討を加えることが必要であることも明らかとなった。
　今後の課題としては、種々の考えられるが、水力の貯水量による有効落差変動を考慮した
場合の最適運用問題と揚水式水力の最適運用問題を予定している。
参考文献
［1］松田、縄本：ホップフィールドネットにおける数値表現と電力負荷配分への適用　平成元年電気学
　　会全国大会
［2］：植木、福山：ニューラルネットワークの動的ELDへの応用　平成2年電気学会全国大会　1044
［3］CHIA－YIN－MAA　他：AConstrained　Optimization　Neural　Net　Technique　for
　Economic　Power　Dispatch　IEEE，　ISCAS，1990．　pp．2946
［4］都築：ホップフィールド型ニューラルネットによる火力ユニット群の最適負荷配分計算法　明治大
　　学科学技術研究所紀要　Vol．30，　No．2，　PP．13～22，1991
［5］都築、森：HNN技法による火力系統の最適運用計画計算法　平成4年度電気学会全国大会　1099
［6］都築、森：HNN技法による水火力系統の日間経済運用計画計算法　平成4年電気学会全国大会
　　1101
［7］藤田：アナログ電子計算機のプログラム［増補］昭晃堂　昭和53年　皿一4
257
